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は
じ
め
に
　
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
五
月
海
軍
省
水
路
寮
刊
行
の
海
図
、「
大
琉
球
那
覇
港
之
圖
」
（
図
１
）（
以
下
、「
那
覇
港
之
図
」
と
略
記
す
る
。）
に
琉
球
王
国
の
王
府
、
首
里
城
が
描
か
れ
て
い
る
。
経
緯
度
座
標
と
縮
尺
で
構
成
さ
れ
た
海
図
の
紙
面
に
は
三
つ
の
主
な
要
素
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
陸
と
海
の
境
を
示
し
た
海
岸
線
と
最
も
潮
が
引
い
た
時
の
水
深
ゼ
ロ
を
示
す
低
潮
線
、
二
つ
め
は
各
地
点
の
海
の
深
さ
、
水
深
と
い
い
、
三
つ
め
は
沿
岸
の
目
標
物
で
あ
る
。
海
岸
線
と
低
潮
線
は
海
図
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
を
成
し
、
水
深
は
自
船
の
喫
水
に
応
じ
た
安
全
な
航
路
を
決
め
る
海
図
の
命
と
も
い
え
る
情
報
で
あ
る
。
目
標
物
は
レ
ー
ダ
ー
やGPS
が
な
か
っ
た
時
代
、
船
位
を
測
定
す
る
う
え
で
必
須
の
目
印
と
な
る
。
　
こ
こ
で
は
「
那
覇
港
之
図
」
に
記
載
さ
れ
た
首
里
城
が
表
現
さ
れ
た
意
図
を
読
み
解
く
と
と
も
に
、
本
図
以
外
の
十
九
世
紀
の
英
米
版
水
路
誌
や
明
治
期
日
本
水
路
部
版
水
路
誌
等
で
の
首
里
城
記
載
の
採
否
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
。
　
　
一　
南
島
測
量
の
経
緯
と
琉
球
群
島
の
海
図
整
備
　
図
１
が
刊
行
さ
れ
た
背
景
を
簡
単
に
述
べ
る
。
明
治
四
年
十
一
月
に
発
生
し
た
台
湾
事
件（１）を
契
機
に
台
湾
へ
の
出
兵
に
際
し
て
、
創
設
間
も
な
い
海
軍
省
水
路
寮（２）は
艦
隊
派
遣
に
備
え
る
た
め
途
中
の
奄
美
、
琉
球
方
面
の
英
、
米
版
海
図
を
入
手
し
覆
版
す
る
と
と
も
に
、
独
自
の
補
足
的
な
測
量
の
必
要
性
か
ら
南
島
測
量
の
大
事
業
に
着
手
し
た
。
明
治
六
年
二
月
、
水
路
寮
の
柳
楢
悦
権
頭
は
主
要
な
測
量
士
官
と
測
量
艦
二
隻
を
率
い
て
奄
美
、
琉
球
方
面
の
測
量
の
た
め
品
川
湾
を
抜
錨
、
過
酷
な
条
件
の
も
と
で
水
路
測
量
を
実
施
し
て
七
月
品
川
湾
に
帰
着
し
た
。
水
路
寮
は
そ
の
成
果
を
も
と
に
同
年
十
一
月
、「
八
重
山
全
島
圖
」
を
皮
切
り
に
翌
明
治
七
年
二
月
に
「
八
重
山
島
石
垣
港
圖
」
と
「
琉
球
群
島
西
部
慶
良
間
海
峡
圖
」
を
、
五
月
に
「
大
琉
球
那
覇
港
之
圖
」
を
、
六
月
に
は
そ
れ
ら
を
集
大
成
し
た
「
琉
球
群
島
之
圖
」
を
、
八
月
に
「
琉
球
國
運
天
港
之
圖
」
を
刊
行
、
完
成
さ
せ
た（３）。（
奄
美
方
面
を
除
く
）。
　
　
二　
「
那
覇
港
之
図
」
に
お
け
る
首
里
城
の
図
上
位
置
と
略
記
　
図
１
の
右
端
の
中
ほ
ど
に
首
里
城
と
い
う
文
字
を
枠
で
囲
み
、
首
里
城
の
図
上
位
置
を
明
確
に
示
し
、
そ
の
右
横
の
囲
み
に
は
「
首
里
城
略
記
」
が
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
首
里
城
は
那
覇
砲
台
か
ら
真
東
に
三
里
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
記
載
、
明
治
初
期
の
日
本
海
図
は
英
国
海
図
を
模
範
と
し
て
お
り
、
一
里
は
一
マ
イ
ル
（Nautical M
ile
）
＝
約
一
、
八
五
二
ｍ
な
の
で
首
里
城
は
那
覇
港
北
砲
台
（
天
測
点
）
か
ら
東
に
約
五
・
六
㎞
の
位
置
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
略
記
に
は
王
府
は
国
王
が
政
治
を
司
る
場
所
で
あ
り
、
城
壁
の
周
囲
は
山
を
な
し
、
扁
額
が
か
か
っ
た
中
山
國
門
、
歡
會
府
門
、
漏
刻
殿
門
、
奉
神
毎
門
を
順
次
説
明
し
周
囲
を
石
壁
で
囲
っ
た
正
殿
、
嶺
殿
は
二
層
の
南
北
八
列
で
構
成
、
こ
れ
ら
は
漢
制
に
習
い
、
王
以
下
の
官
位
の
順
に
立
派
な
屋
敷
が
配
置
、
周
囲
を
め
ぐ
ら
さ
れ
た
石
垣
は
大
風
を
防
ぎ
、
瓦
屋
根
は
首
里
や
那
覇
以
外
に
は
な
し
と
首
里
城
の
い
か
に
美
し
く
立
派
で
あ
る
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
略
記
は
通
常
、
水
路
誌
に
記
述
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。
あ
え
て
海
図
に
記
載
し
た
意
図
は
明
治
五
年
、
明
治
政
府
は
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
琉
球
王
国
を
琉
球
藩
と
し
な
が
ら
も
琉
球
王
国
は
ま
だ
厳
然
と
存
在
す
る
な
か
、
翌
六
年
春
、
品
川
湾
か
ら
万
里
の
波
濤
を
越
え
て
初
め
て
琉
球
に
赴
い
た
水
路
寮
柳
権
頭
は
王
国
の
歴
史
と
伝
統
文
化
を
目
の
当
り
に
し
て
敬
意
を
表
し
て
の
思
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
　
　
三　
首
里
城
を
描
い
た
対
景
図
と
視
認
方
位
の
疑
問
　
図
１
の
右
下
枠
の
中
に
海
上
か
ら
那
覇
港
の
景
観
を
描
い
た
対
景
図
三
図
が
図
載
さ
れ
、
一
番
上
の
対
景
図
（
図
２
）
は
海
上
か
ら
首
里
城
を
遠
望
し
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
　
対
景
図
と
は
船
が
航
行
中
、
目
的
の
沿
岸
に
接
近
し
て
港
に
入
港
す
る
際
に
、
船
上
か
史
料
紹
介
と
研
究
今 
井　
健 
三
海
図「
大
琉
球
那
覇
港
之
圖
」に
描
か
れ
た
首
里
城
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ら
目
印
と
な
る
山
頂
や
岬
の
突
端
、
顕
著
な
建
物
な
ど
の
発
見
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
海
上
の
任
意
地
点
か
ら
陸
岸
の
地
形
や
目
立
つ
物
標
等
の
対
景
を
目
で
観
察
し
そ
の
特
徴
を
分
か
り
易
く
誇
張
し
て
描
い
た
立
体
図
で
あ
る
。
　
明
治
初
期
の
海
図
に
は
対
景
図
の
描
画
位
置
の
記
載
が
な
く
、
単
に
「
首
里
城
東
微
南
」
と
目
標
物
と
そ
の
方
位
の
み
を
記
載
し
て
あ
る
が
、
明
治
十
年
以
降
の
対
景
図
に
は
目
標
物
を
何
度
、
何
マ
イ
ル
に
視
た
描
画
位
置
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
首
里
城
東
微
南
」
と
は
首
里
城
を
磁
針
コ
ン
パ
ス
の
三
十
二
方
位
に
分
割
し
た
磁
北
か
ら
九
つ
目
の
方
位
、
角
度
で
表
す
と
磁
北
か
ら
約
一
〇
一
度
方
向
に
視
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
視
点
方
位
図２　図１に図載の那覇港泊地から首里城を望んだ対景図
図１　「大琉球那覇港之図」縮尺1：27,151を約32％に縮小（東京大学史料編纂所所蔵）
三
本
樹
↓
天
久
台
地
↑
塩
田
↑
雪
ケ
嵜
辨
ケ
岳
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が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
海
図
上
で
作
図
を
す
る
と
中
央
右
の
崖
の
先
端
、
雪
ケ
嵜
と
首
里
城
が
一
線
上
に
並
ぶ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
対
景
図
は
視
点
か
ら
見
て
首
里
城
と
前
面
の
天
久
台
地（４）の
稜
線
の
中
ほ
ど
と
ほ
ぼ
一
線
上
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
首
里
城
南
東
微
東
」
磁
北
か
ら
一
二
二
度
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
詳
細
は
省
く
が
今
回
、「
那
覇
港
之
図
」
と
二
万
五
千
分
一
地
形
図
の
図
上
作
業
を
重
ね
て
判
明
し
た
。
　
対
景
図
に
描
か
れ
た
地
形
、
地
物
を
観
察
す
る
と
ま
ず
中
央
の
首
里
城
は
尾
根
の
東
端
の
山
頂
に
位
置
し
、
樹
木
に
囲
ま
れ
首
里
城
の
注
記
の
下
に
城
壁
の
よ
う
な
石
垣
（
標
高
約
一
五
〇
ｍ
）
が
見
え
、
左
に
向
か
う
稜
線
の
頂
は
辨
ケ
岳
（
標
高
一
六
五
ｍ
）
で
あ
ろ
う
。
城
壁
か
ら
右
に
延
び
る
尾
根
の
途
中
に
三
本
の
樹
木
が
描
か
れ
て
い
る
。
対
景
図
作
成
者
は
周
囲
の
景
色
か
ら
三
本
の
樹
木
が
際
立
っ
た
目
印
と
し
て
目
に
強
く
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
著
樹
か
ら
右
の
緩
や
か
な
稜
線
は
奥
武
山
に
続
く
山
波
で
あ
る
。
　
海
岸
に
目
を
移
す
と
右
側
は
岩
崖
が
切
り
立
っ
た
台
地
上
の
形
を
し
て
お
り
、
こ
の
先
端
は
雪
ケ
嵜
で
、
そ
の
右
は
浪
上
崎
へ
と
続
く
台
地
が
描
か
れ
、
雪
が
嵜
の
左
は
塩
田
が
広
が
り
そ
の
先
は
泊
村
に
至
る
。
そ
の
先
の
黒
い
ご
つ
ご
つ
し
た
平
ら
な
岩
盤
状
の
地
形
は
天
久
台
地
崖
下
前
面
の
海
岸
地
形
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
背
後
に
は
英
米
の
航
海
者
達
が
那
覇
港
に
入
港
す
る
際
に
目
印
と
な
っ
た
白
い
墳
墓
群
が
斜
面
に
広
が
る
天
久
台
地
の
輪
郭
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
対
景
図
で
目
立
つ
目
標
物
と
し
て
は
、
首
里
城
、
辨
ケ
岳
、
三
本
の
著
樹
、
雪
ケ
嵜
と
塩
田
か
ら
続
く
特
徴
あ
る
前
述
の
海
岸
地
形
と
そ
の
背
後
の
天
久
台
地
が
確
認
で
き
る
。
　
　
四　
英
米
版
お
よ
び
日
本
版
水
路
誌
に
み
る
首
里
城
の
扱
い
（
１
）
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
の
水
路
誌
　
一
八
一
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
軍
ラ
イ
ラ
号
の
艦
長
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
大
佐
が
琉
球
調
査
の
お
り
作
成
し
た
水
路
誌
「T
H
E GREA
T
 LO
O
-CH
O
O
 ISLA
N
D
 A
N
D
 T
H
F 
CH
A
RT
S O
F N
A
PA
K
IA
N
G, A
N
D
 M
ELV
ILLE
」
の
中
に
那
覇
港
泊
地
の
記
述
が
あ
る
。
港
に
接
近
す
る
目
標
物
と
し
て
は
①
浪
上
崎
の
頂
に
あ
る
寺
院
、
②
ア
ビ
ー
埼
（
先
花
嵜
）、
③
キ
ャ
プ
ス
タ
ン
ホ
ー
ト
（
ホ
ー
ル
岩
）
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
首
里
城
の
記
載
は
な
い
。
し
か
し
水
路
誌
の
付
図
と
し
て
那
覇
港
全
体
を
描
い
た
略
式
海
図
N
A
PA
K
IA
N
G RO
A
D
S
に
は
目
標
と
な
る
数
々
の
岬
、
岩
の
図
示
と
と
も
にK
ings 
Palace
と
い
う
注
記
と
首
里
城
の
建
物
が
記
載
さ
れ
、「
那
覇
港
之
図
」
と
比
較
す
る
と
位
置
は
ほ
ぼ
正
確
に
描
か
れ
て
い
る
。
（
２
）
ペ
リ
ー
提
督
の
水
路
誌
　
合
衆
国
海
軍
大
尉
ウ
イ
リ
ア
ム
・
Ｌ
・
モ
リ
ー
等
の
日
本
遠
征
隊
士
官
が
一
八
五
七
年
五
月
に
ま
と
め
ペ
リ
ー
提
督
に
提
出
し
た
「
水
路
誌
と
航
法
上
の
発
見
」
の
中
に
那
覇
港
の
内
港
、
外
港
の
針
路
法
や
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
の
水
路
誌
に
見
ら
れ
る
目
標
物
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
い
る
が
首
里
城
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。
（
３
）「
南
島
水
路
誌
（
巻
二
）」（
明
治
六
年
十
一
月
）
海
軍
省
水
路
寮
刊
行
　
南
島
測
量
の
後
に
柳
楢
悦
が
編
集
し
石
川
洋
之
助
が
校
閲
し
た
琉
球
群
島
全
志
と
称
す
る
文
中
に
は
琉
球
王
国
の
歴
史
、
王
尚
氏
の
政
治
体
制
や
文
化
、
風
俗
、
自
然
、
産
物
、
航
路
記
が
詳
し
く
記
述
さ
れ
、
水
路
誌
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
琉
球
地
誌
と
い
え
る
。
那
覇
港
の
景
況
は
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
の
水
路
誌
に
見
ら
れ
る
目
標
物
等
の
記
載
は
あ
る
が
、
首
里
城
に
関
す
る
記
事
は
「
中
山
一
帯
亦
高
カ
ラ
ス
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
（
４
）「
寰
瀛
水
路
誌
：
第
一
巻
下
」（
明
治
十
九
年
三
月
）
海
軍
水
路
部
刊
行
　
首
里
城
の
位
置
や
建
物
、
正
殿
や
他
の
建
物
の
美
し
く
立
派
な
こ
と
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
那
覇
港
の
入
港
目
標
物
と
し
て
の
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。
（
５
）「
日
本
水
路
誌
（
第
弐
巻
）」（
明
治
二
十
七
年
七
月
）
水
路
部
刊
行
　
那
覇
港
の
目
標
物
の
項
に
、「
港
ノ
東
方
内
地
ニ
聳
ユ
ル
高
山
ハ
辨
ケ
岳
最
高
ク
尖
形
ニ
シ
テ
松
樹
之
ヲ
覆
ヒ
高
サ
五
九
八
呎
其
直
西
ニ
ア
ル
山
ハ
首
里
城
ニ
シ
テ
高
サ
四
九
六
呎
樹
間
ニ
城
壁
ヲ
現
シ
頗
顕
著
ノ
観
ア
リ
」
と
首
里
城
が
大
変
顕
著
な
目
標
物
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
反
映
し
て
明
治
二
十
八
年
二
月
刊
行
の
海
図
第
二
五
九
号
「
那
覇
港
」
の
図
中
に
も
辨
ケ
岳
の
直
ぐ
西
に
、
旧
王
府
の
建
物
や
樹
木
が
城
壁
で
囲
ま
れ
た
首
里
城
が
図
載
さ
れ
、
対
景
図
に
も
辨
ケ
岳
と
首
里
城
が
対
で
描
か
れ
て
い
る
。
　
　
ま
と
め
と
課
題
　
海
図
「
大
琉
球
那
覇
港
之
圖
」
に
描
か
れ
た
首
里
城
の
位
置
お
よ
び
首
里
城
略
記
そ
し
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36
て
首
里
城
を
描
い
た
対
景
図
の
表
現
意
図
に
つ
い
て
総
括
し
た
い
。
一
つ
は
明
治
六
年
春
、
柳
ら
が
那
覇
港
を
測
量
当
時
、
首
里
城
が
琉
球
王
国
、
王
尚
氏
が
政
治
を
司
る
王
府
と
し
て
機
能
し
、
そ
の
象
徴
的
な
王
宮
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
識
し
た
意
味
合
い
が
大
き
い
と
考
え
る
。
二
つ
目
は
首
里
城
が
那
覇
港
入
港
時
の
好
目
標
物
で
あ
る
こ
と
が
明
治
二
十
七
年
刊
行
水
路
誌
の
記
述
お
よ
び
明
治
二
十
八
年
刊
行
の
海
図
第
二
五
九
号
「
那
覇
港
」
の
対
景
図
等
の
表
現
か
ら
明
確
に
確
認
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
二
つ
の
表
現
意
図
か
ら
首
里
城
が
「
大
琉
球
那
覇
港
之
圖
」
に
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
　
課
題
と
し
て
、
中
西
良
夫[
一
九
七
二（５）]
は
「
大
琉
球
那
覇
港
之
圖
」
を
論
じ
た
記
事
の
な
か
で
、
図
の
「
右
下
に
は
英
版
か
ら
採
用
し
た
対
景
図
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。」
と
記
述
し
て
い
る
。
本
図
の
表
題
記
事
に
対
景
図
は
英
版
か
ら
採
用
し
た
と
い
う
記
事
は
な
い
が
、
欧
文
表
題
が
「N
A
FA
-K
IA
N
G RO
A
D
S
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
表
題
も
含
め
て
英
版
海
図
か
ら
の
部
分
採
用
に
よ
る
覆
版
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。
十
九
世
紀
中
頃
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
英
版
の
那
覇
港
海
図
を
調
査
し
、
今
後
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
注（１
）
明
治
四
年
十
一
月
、
宮
古
島
島
民
が
台
湾
南
部
に
漂
着
し
た
際
に
五
十
四
人
が
殺
害
さ
れ
た
。
（
２
）
明
治
四
年
九
月
兵
部
省
海
軍
部
水
路
局
と
し
て
創
設
、
明
治
五
年
十
一
月
に
海
軍
省
水
路
寮
に
改
編
。
（
３
）
水
路
部
編 
一
九
一
六
年
『
水
路
部
沿
革
史
（
自
明
治
二
年
至
同
十
八
年
）』
水
路
部
（
４
）
黒
嶋 
敏
、
二
〇
一
九
年
「
古
琉
球
期
に
お
け
る
那
覇
港
北
部
の
景
観
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
付
属 
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
第
八
十
六
号 
四
〜
十
一
（
５
）
中
西
良
夫
、
一
九
七
二
年
「
海
図
に
見
る
沖
縄
―
海
図
の
現
状
と
水
路
測
量
史
―
」『
地
図
』
十
巻
二
号 
一
〜
一
九　
日
本
国
際
地
図
学
会
【
付
記
】
な
お
、
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
「
南
西
諸
島
に
お
け
る
海
上
交
通
の
復
元
的
研
究
―
「
帆
船
の
時
代
」
の
「
歴
史
的
航
海
図
」
―
」（
基
盤
研
究
（B）
、
研
究
代
表
者
：
黒
嶋 
敏
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
（
元
海
上
保
安
庁
海
洋
情
報
部
）
史
料
編
纂
所
「
二
〇
二
一
年
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
ご
案
内
　
今
回
は
「
病
気
と
医
療
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
江
戸
期
の
史
料
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
表
紙
は
コ
レ
ラ
の
治
療
方
法
を
庶
民
へ
示
し
た
幕
府
触
、
一
・
二
月
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
麻
疹
流
行
時
に
作
成
さ
れ
た
錦
絵
、
三
・
四
月
は
奏
者
番
森
川
俊
知
が
将
軍
か
ら
の
病
気
見
舞
い
の
使
者
を
務
め
た
際
の
手
留
、
五
・
六
月
は
オ
ラ
ン
ダ
出
身
の
軍
医
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
・
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
講
義
録
、
七
・
八
月
は
「
向
山
誠
斎
雑
記
」
か
ら
歴
代
将
軍
の
疱
瘡
感
染
に
関
す
る
記
録
、
九
・
十
月
は
麻
疹
へ
の
対
処
を
示
し
た
錦
絵
、
十
一
・
十
二
月
は
医
学
館
教
授
池
田
独
美
の
記
し
た
医
学
書
、
裏
表
紙
は
麻
疹
除
け
と
し
て
人
気
の
あ
っ
た
源
為
朝
の
錦
絵
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
体
裁
は
Ａ
４
判
中
綴
じ
（
上
下
見
開
き
Ａ
３
判
）
の
カ
ラ
ー
印
刷
で
、
一
部
五
〇
〇
円
に
て
東
京
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
史
料
編
纂
所
向
か
い
）
で
販
売
す
る
予
定
で
す
。 
（
史
料
編
纂
所
広
報
委
員　
荒
木
裕
行
）
